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　最近の業績動向を踏まえ、平成20年 5月23日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたので

お知らせいたします。  　

  １.平成21年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日）

(A) 円 銭

(B)

－

( ％ ) % － % － % － % －

（ご参考）前期第2四半期実績

（平成20年3月期第2四半期）

  ２.平成21年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日）

(A) 円 銭

(B)

－

( ％ ) % － % － % － % －

（ご参考）前期第2四半期実績

（平成20年3月期第2四半期）

  ３.修正の理由

（1）個別
　売上高につきましては、完成予定工事の先送りにより前回発表予想を若干下回る見込みであります。
　損益面では、昨今の鋼材価格の高騰、鋼材納期の遅れによる工場操業度の低下、想定を超える現場施工費の
増加を踏まえて工事損失引当金を見直した結果、追加計上の必要が生じたため、営業利益及び経常利益は前回
発表予想を下回る見込みであります。また、四半期純利益は、投資有価証券評価損（ 450百万円）に加えて、
下記の損害賠償損失引当金繰入額を特別損失に計上するとともに繰延税金資産を全額取り崩した影響から、前
回発表予想を大幅に下回る見込みであります。

 〔特別損失〕
損害賠償損失引当金繰入額について
　当社は、国土交通省並びに東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社、西日本高速道路株式会社及び
独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構から、鋼橋上部工事の入札談合に係る損害賠償の請求を受けてお
ります。当該請求に関する内容を精査した結果、当社受注物件に対応する損失見込額（　73百万円）を引当計上
する予定であります。
　なお、今後の対応につきましては、引き続き慎重に検討していく所存であります。

（2）連結
　個別の業績修正に伴い、業績予想を修正するものであります。

　なお、通期の業績予想につきましては、第２四半期決算発表の際に公表させていただきます。
　 以　  上

（注）上記の業績見通しは、当社が現時点で合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は見通しと異なる

　　  可能性がありますことをご承知おき下さい。
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